
信州医誌，33（3）：243～248，1985

糖尿病患者の網膜症発症と増悪に関する臨床的研究
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　　The　incidence　of　retinopathy　was　evaluated　in　333　patients　with　diabetes　mellitus　who　visited

the　Department　of　Ophthalmology　of　Shinshu　University　Hospital　i111983．　Among　all　patie且ts

with　diabetes　mellitus，　the　incidence◎f　patients　who　had　retinopathy　was　58　percent：55　percent

among　males　and　62　percent　among　female．　No　significant　difference　was　found　between　the　two

9，。up、．　Th・i・・id・nce・f　reti・・P・thy　w・・1・w　under　30　y・ars・f・g・but　i・crea・ed　with・ge　and

showed　55－68　percent　from　30　to　70　years　of　age．　It　became　higher　as　the　years　since　onset

increased，　Patients　affected　for　more　than　5　years　showed　a　significantly　higher　incidence．　Re－

ti。。P。thy　w・・f・・nd　i・rJ4　percent・f　p・ti・・t・wh・h・d・・ver　recei・・d・・y・且ti・di・b・ti・the・apy・

It　was　also　seen　in　25　percent　of　patients　treated　with　diet　therapy，　in　60　percent　of　those　with

。ral　therapy・nd　in　79　percent・f　th・se　with　i・・ulin　therapy・Th・i・・id…ewas　high・・in　ca・es

with　hypert…i・n，　n・ph・。pathy・・n・…P・thy　than　in　th・・e　with・ut　th・・e　g・nera1・・mpli・ati・n・・

Retinopathy　was　also　seen　more　frequently　in　juvenile　diabetes　than　in　adult　diabetes．　Shinshte

ルTed．ノ。，88：248－248，ヱ985
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　for　publication　Decelnber　11，1984）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に成人の失明原因としての糖尿病性網膜症の重要性が

　　　　　　　　　　1緒　言　　　　著しく融。ている1）。血楓敵圧の・ント・一・レ

　糖尿病性網膜症は，現代眼科学はもとより現代医学　　　とともに，我々限科医が直接関与する光凝固療法も糖

にとってもきわめて重要な問題の1つである。何故な　　尿病性網膜症の病変を回復させるのに役立ってきてい

ら本症による失明が成人における失明原因の最も多い　　る2）が，進行性の網膜症の治療は我々臨床医にとって

疾患の1つであるからである。糖尿病患者の寿命の延　　未だきわめて重要な課題である。

長とともに，症例数の増加もあり，ここ十数年のうち　　　今回我々は，糖尿病性網膜症に対する光凝固療法の
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図1　鹿野一福田分類（1970）3）

効果を明らかにする前段階の調査として，信大眼科外　　例の病期として採用した。

来を受診した糖尿病患者について，網膜症の有無なら　　　糖尿病の罹病期間については，糖尿病と診断されて

びに，その病変進行度に関する突態調査を試みた。今　　から眼科初診時までの期間を糖尿病罹病期間とした。1

回の調査では，内科での診療内容や血糖値，血圧など　　糖尿病に対する治療法と網膜症との関連は，①食專療

のコントロール状況等を把握することができなかった　　法②経口糖尿病薬による治療法③イソスリン治療

が・性別，年齢，糖尿病の罹病期間，糖尿病の治療法，　法の3つに分け調査した。網膜症以外の合併症として

網膜症以外の合併症，糖尿病の病型別に網膜症の有病　　は，①高血圧，②糖尿病性腎症，③糖尿病性神経症に

率を調べ2，3の知見を得たので報告する。　　　　　　ついて調査した。なお病型としては，一次性糖尿病と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二次性糖尿病に分類し，さらに前者を若年発症型およ
　　　　　　　H　対象および方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び成人発症型に分け調査した。

　昭和58年1月1日より12月31日までの1年間に，眼
科的精査および治療の目的で，信大眼科外来を受診し　　　　　　　　　　　皿　結　　　果

た糖尿病患者，男性181名，女性152名の計333名を調　　　昭和58年1年間に信大眼科外来を受診した患者総数

査の対象とした。患春の年齢は4歳から87歳で，平均　　は4，423名で，そのうち333名が糖尿病患者で，7，　5％

55歳であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　をしめていた。

　糖尿病性網膜症の病期分類は，鹿野一福田分類（19　　　A　糖尿病患者における網膜症の有病率（tc　1）

70）3）（図1）を使用し，初診時の眼底所見をその患者　　　333名の糖尿病患者のうち，網膜症を有する症例は

における病期とした。両眼で網膜症の病期の異なるも　　193名，58％に認められた。性別では，男性では99例，

のが32例，白内障のため片眼の眼底が透見不能であっ　　55％に，女性では94例，62％に網膜症が認められたが，

た症例が2例認められたが，前者では進行した方の病　　網膜症の発症頻度は男女両者間で有意の差は認められ

期を，後者では透見可能な眼の病期を，おのおのの症　　なかった。（X2検定による）
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表1　糖尿病患者における網膜症の有病率

性　別

男

女

計

例　数

181

152

333

　　　　　　　　　網膜症の病期（鹿野一福田分類）

搬症（一）IA　・IA　lllA皿IA皿tiBII・lll・皿【副AVi・V　IABVi

82

58

140

14

9

23

17

26

43

99（55％）

94（62％）

193　（58％）

蓑2　年齢別にみた糖尿病における網膜症の合併率

年齢

10歳未満

10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳以上

合　計

例数

　3

　7

13

22

45

106

96

41

333

綱朧（一）IAIIA・1A皿1A皿tl・11・lll・皿1副Avl・v　IABv，

3

6

8

10

20

40

40

13

140

0

1

0

2

2

4

8

6

23

0

0

3

3

5

15

12

5

43

0

0

1

2

8

23

21

13

68

0

0

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

2

0

0

0

2

0

0

0

0

2

4

4

0

10

0

0

1

1

0

7

5

3

17

0

0

0

2

3

6

4

1

16

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

3

5

1

0

11

有網膜症

合計（％）

　0（0％）

　1（14％）

5（38％）

12（55％）

25（56％）

66（62％）

56（58％）

28（68％）

193　（58％）

表3　罹病期間と綱膜症発症との関連

推定罹病

期　　間

0～4年

5～9年
10～14年

15年～

合　計

例数

90

55

92

60

297

網膜症の病期（鹿野一福田分類）

網膜症（一）A・iA・1副A皿tlBll・ll1・皿A・V　1　AV・V　［ABVi

64

18

30

9

121

3

7

7

2

19

6

10

16

5

37

13

13

24

16

66

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

4

4

10

2

1

6

8

17

1

3

1

10

15

0

0

1

0

1

0

2

3

6

11

有網膜症

　（％）

26（29％）

37（67％）

62（67％）

51（85％）

176　（59％）

　B　年齢別にみた糖尿病における網膜症の合併率　　　加し，5年未満に較べて5年以上の罹病期間を有する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏2）　　患者では1％以下の危険率で網膜症合併症例が有意に

　10歳未満の3例には網膜症はみられなかったが，10　　増加していた。

歳代14％，20歳代38％，30歳代55％と年齢とともに網　　　D　糖尿病の治療法と網膜症合併の関連　（表4）

膜症を合併した症例は増加し，以後70歳代まで55～68　　　糖尿病患者333名のうち，未治療症例は82例，食事

％の患者で合併が認められた。　　　　　　　　　　　　療法を受けていた症例は61例，経口糖尿病薬による治

　C　罹病期間と網膜症発症との関連（表3）　　　　　療を受けていた症例は84例，インスリン治療を受けて

　糖尿病患者333名のうち罹病期間が判明された症例　　いた症例は，106例であった。未治療患者では54％に，

は297名であった。網膜症を合併した患者は5年未満　　食事療法を受けていた患者では25％，経ロ糖尿病薬に

では29％，5～9年では67％10～14年でel　67％，15　　よって治療を受けていた患者では60％，インスリソ治

年以上となると85％と罹病期間が長くなるとともに増　　療を受けていた患者では79％に網膜症が認められた。
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表4　糖尿病の治療と綱膜症合併の関連

治　療　法

食　翁　療　法
経口糖尿病薬内服

インXリン療法
未　　治　　療

例数

61

84

106

82

網膜症の病期（鹿野一福田分類）

搬症（一）A・IA　ll　IAml・皿’1B　I「・Ul・皿1・iVIAV「・VIAB・，

46

34

22

38

3

5

5

10

5

14

15

9

6

18

30

14

0

0

1

0

0

0

1

0

0

0

0

2

0

2

5

3

0

5

10

4

1

4

9

2

0

1

0

0

0

1

8

0

有網膜症

　（％）

15（25％）

50（60％）

84（79％）

44（54％）

表5　綱膜症と他の合併症との関連

網膜症の病期（鹿野一福田分類）
合　併　症 例数

縦（一）1AllA・「副A皿’1・ Il・・1・皿1・WAvlBVABW
合計（％）

高　　血　　圧

t　　　　症
_　　経　　症

141

Q1

Q4

48

U2

14

P2

28

Q2

26

P7

000 200 000 012 20

T2

815 000 442

93（66％）

P5（71％）

Q2（92％）

蓑6　童複合併症と網膜症との関連

合　併　症

　高血圧＋腎症

高血圧＋腎症＋神経症

例数

7

2

網囎一）IA・1A・「・皿1・皿’［B　I「・・國岬IAYI・vlAB・，

0

0

0

0

1

0

2

1

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0

2

1

0

0

0

0

合計（％）

7（100％）

2（100％）

表7　糖尿病の病型と網膜症との関連

病　　　　型

若年型糖尿病

成人型糖尿病

二次性糖尿病

　合　　計

例数

34

284

15

333

網膜症の病期（鹿野一福田分類）

徽症（一）1・　・　rA　lll・皿1・皿’IB　I　I・lllBli・iVIAVI・VIABVi

　7

121

12

70

3

19

1

23

8

35

0

43

4

63

1

68

0

1

0

1

0

1

0

1

0

2

0

2

1

8

1

10

3

16

0

19

3

13

0

16

0

1

0

1

5

4

0

9

有網膜症

　（％）

27（79％）

163　（57％）

　3（20％）

193　（58％）

　E　網膜症と他の合併症との関連（表5，6）　　　　　若年発症型糖尿病では34例中27例79％に，成人発症

　糖尿病患者で，高血圧を有する患者はその66％に，　　型糖尿病では284例中163例57％に糖尿病性網膜症が認

糖尿病性腎症を有する患者では71％oに　，糖尿病性神経　　められた。一方，二次性糖尿病での綱膜症有病率は20

症を有する患者ではその92％に網膜症がみられた。合　　％であった。

併症を有しない患者に比し，上記のいずれかの合併症

をもつ症例では網膜症の発症頻度が1％以下の危険率　　　　　　　　　　　IV　考　　　按

で有意に高かった。これらの合併症のうち複数の合併　　昭和38年当時信大眼科では4），外来患者総数に対する

症を有する患者では，綱膜症は全例に認められた。　　　糖尿病愚者の比率は3，8％であったが，20年後の今日

　F　糖尿病の病型と網膜症との関運（表7）　　　　　では7．　5％と約2倍になっている。また糖尿病患者総
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数も増加してきている。これは1つには当科外来を受　　　食事療法，経口糖尿病薬による治療法，インスリン

診した糖尿病患者の多くが，当院の他科（主として内　　療法の間で，綱膜症の発症に差がみられた。しかし食

科）あるいは他院から紹介された愚者であるところか　　事療法を受けている症例は後2者とは異なり，血糖コ

らみて，一般内科医の糖尿病性網膜症に対する配慮が　　ソトロ・・一ル状況が比較的良好であり，網膜症の発症例

深まってきたためだと思われる。　　　　　　　　　　数が少ないものと思われる。一方イソスリソ治療を行

　信大眼科の調査では，昭和38年には網膜症の有病率　　っている症例では網膜症の発症率がき『わめて高い。こ

は全糖尿病患者の27％であったが，20年後の今日では　　の事実は，この様な患者では罹病期間が長いこと，ま

58％と著しく増加している。これは1つには20年前と　　た血糖コソトロールも不充分であることを反映してい

比較して眼科検査法が著しく進歩したためと思われる。　る可能性がある。これらの因子と網膜症の関連を追求

すなわちトロピカミド製剤による散瞳法，直像鏡のみ　　することが糖尿病治療の課題となるであろう・

ならず倒像鏡，3面コソタクトレソズと細隙灯顕微鏡　　　糖尿病では網膜症以外に，高血圧症，腎症，神経症

による眼底検査法，さらに螢光眼底検査法など精密詳　　といった合併症がみられるが15），それらのうち，1つ

細な検査が可能となっており，網膜症の発見が早期に　　以上有する症例での網膜症の合併率は，これらの合併

行えるようになったこととも関連すると思われる。　　　症を有しない症例に比し有意に高い。これは糖尿病罹

　網膜症有病率は，昭和38年当時男性で24％，女性では　　病期間の延長に伴う糖尿病の病態の悪化，たとえば微

32％であっteが，今回の調査でe＃　，男性55％，女性62　　小血管障害の進展と関係があるものと思われる。

％と両者とも約2倍に増加している。今回の調査では，　　糖尿病の病型でみると，成人発症型糖尿病では57％

網膜症の合併頻度は男女間で有意の差が認められなか　　に網膜症が見られ，福田ら14）の報告とほぼ同じである。

ったが多くの報告では，女性の方が高いといわれてい　　しかし若年発症型糖尿病では，福田の報告の37％に比

る5）－31）。福田らによると12），初診時のみの所見から　　べ，我々の調査では79％に網膜症が認められた。これ

判断すると女性に多く，糖尿病専門外来患者を対象と　　は1つには，我々が対象とした若年発症型糖尿病の平

すると，男女間に有意差は認められなくなるという。　　均年齢が33歳と高いのに比べ，福田の報告したそれの

これは，女性は網膜症が発症してからでなければ，眼　　平均は不明であるが，これは3歳から26歳までの96例

科を受診しないという社会的な問題が原因となってい　　を8年間にわたって観察したものであるので，今回の

るのかもしれない。我々が対象とした症例は他科から　　我々の調査対象よりも年齢も低く，罹病期間も短かっ

の紹介患者が大半なので，糖尿病専門外来患者を対象　　たためと思われる。

とした場合と同様な傾向を呈したものと思われる。年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　ま　と　め
齢的にみた網膜症の合併率では，年齢が高齢になると

ともに網膜症の有病率も高くなる事実が認められた。　　　昭和58年1年間に信大眼科外来を受診した糖尿病患

特に30歳以上では55％以上に網膜症が認められたが，　　者333名を対象として，糖尿病性網膜症の有無ならびに

これは若年発症型糖尿病はおもに16～20歳に発症し，　　病期進行度に関する統計的観察を行い次の結果を得た。

発症後6～9年で網膜症の発症が高率に認められると　　　（1）外来患者総数に対する糖尿病患者の比率は7・5

いう細ら14）の結を力蛛すると，3。歳代で発症して　％で20鞘に較ぺて2簡こ増大した・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）網膜症の合併症は，男性55％，女性62％，平均
いる網膜症の症例は若年発症型糖尿病といってよいか

羅篇薦轡騰織灘：ll講鞭灘驚撫欝
いるが識々の蘇も同様纈向で耀病鮪5鯨　（、）糖尿病罹病鯛が5年以上の儲で醐朧の
満と5年以上で賄意嵯が認められる誇回の謙　合併症が高か。た。

の結果では・未治療の症例での網膜症の合併率が54％　　　（5）食瑛療法，経口糖尿病薬治療，インスリン治療

と高値であった。これは網膜症がおこっていても・自　　をうけている順で網膜症の合併率が高くなった。未治

覚症状が出現するまで眼科を受診する機会が少ないた　　療患者にも少なからず網1莫症が認められた。

めと思われる。したがって視力の保持という立場から　　　⑥　網膜症以外の合併症を有するものは，ないもの

は，糖尿病患者の早期眼科受診がきわめて重要になる。　に比し高率に網膜症を認めた。
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　（7）成人発症型糖尿病に比し，若年発症型糖尿病で　　　稿を終えるにあたり，終始御指導御校閲を賜りまし

はより高率に網膜症がみられた。　　　　　　　　　　　た瀬川雄三教授，谷野洗助教授に深く感謝致します。
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